
小学校 総合的な学習の時間の単元計画（例）【第４学年：７０時間】

単元の
目標：

単元名：○○川の美しさを取り戻そう！

探究課題（例）：地域の自然や環境と、その保全に関わる人々の思いや願い

川の環境やそこにすむ生き物の様子を調べたり、川の環境を守る人々と協働してその保全に向けた取組を考え活動したりすることを通して、
（１）川の環境を守る活動を続ける人や組織が存在し、互いに関わり合いながら活動していることを理解するようにする。
（２）自ら課題を設定し、その解決に向けて必要な情報を収集し、情報を比較したり分類したりしながらその方法を考え、取り組んできたことや考えたことをまとめ、

表現できるようにする。
（３）課題の解決に向けて試行錯誤したり、他者と協働したりしながら、川の環境を守ろうとする探究活動に取り組むとともに、他者や自然と自分との関わりにおい

て、自分の生活や行動について考え行動するようにする。

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

小単元１（１５時間） 知 思 態 小単元２（２０時間） 知 思 態 小単元３（３５時間） 知 思 態

・川の中流、下流、上流のそれ
ぞれを探検し、それぞれの特
徴をまとめる。
・ホタルがいる上流の様子と、
油や泡、ゴミなどがある中・
下流の様子の比較から生じた
ギャップから問題状況を捉え、
「川の美しさを取り戻そう」
という単元を通した課題を設
定する。

①

・川の美しさを取り戻すための活動をすす
めるために、川の調査や、周辺住民への
インタビュー、川の環境を守る取組を進
めているホタルを増やす会」の人の話を
聞く。

・調査したことや聞いたこと等を整理して、
川の美しさを取り戻すための具体的な活
動を考える。

・地域の方へ自分たちの取組や活動への参
加を呼びかける。

②

①

②

③

④

①

②

・これまでの活動を振り返り、地域の方に川への関心を
高めてもらうために、自分たちの活動の具体や今後の
行動を考える。

・家庭でできる川を汚さない方法を地域の方に知らせる、
川掃除会の企画、「ホタルを増やす会」の活動に参加
するなどの活動を実行するために必要な情報を収集し、
実行に向けた準備を進める。

・今後の自分たちと地域との関わりや環境との関わりに
ついて、これまでの活動を振り返ってまとめる。

③

①

②

③

④
③

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①美しい川にするための活動に取り組む人々や組織が存在し、
互いに関わり合いながら活動していることを理解している。

②○○川に住む生き物の状況や生育環境を捉えるために、生き
物の種類や環境に応じた方法で生息調査をしたり、環境調査
をしたりしている。

③○○川の環境と自分たちの生活がつながっていることの理解
は、探究的に学習してきたことの成果であることに気付いて
いる。

①自分の関心や、○○川の上流・中流・下流の様子の違いから
感じた関心をもとに課題を設定し、解決への見通しをもって
調査活動に関する計画を立てている。

②○○川の現状を捉えるために必要な情報を、多様な方法で収
集したり、種類に応じて蓄積したりしている。

③課題の解決に必要な情報を取捨選択したり、複数の情報を比
較したり関連付けたりしながら課題解決に向けて考えている。

④○○川の環境保全を訴えることについて、調査結果や考えた
ことを、グラフや地図、写真等を使って効果的に表し、相手
や目的に応じて表現している。

①課題解決に向けた自己の取組を振り返ることを通して、
自分の意思で探究活動に取り組もうとしている。

②○○川の環境保全に向けた探究活動を通して、自分と
違う友だちの考えを生かしながら、協働して課題解決
に取り組もうとしている。

③○○川の環境保全のために自分でできることに取り組
むことを通して、自分と身近な環境との関わりを見直
そうとしている。

単元の評価規準（内容のまとまりごとの評価規準をもとに、具体的な学習活動から目指すべき学習状況としての子どもの姿を想定して作成する）

指導と評価の計画（７０時間）

探究的な学習の過程において、体験活動や調査活動、インタビュー等の情報は、タブレット端末等のICT機器を活用して撮影・録画したり、内容に応じて蓄積したりする。


